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次の設問のうち、いずれか1つを選びに、800字程度で応えなさい。 

 

１．環境問題への対応として、企業や自治体、個人に対する環境配慮行動の「義務化」（法規制、

基準、ルール化など）が進められている。一方で、義務化はコスト増加や自由度の低下を招き、

形式的な対応にとどまる可能性があるとの指摘もある。たとえば、排出規制や環境基準の強化、

環境配慮製品の使用義務化、事業活動における環境管理ルールの厳格化などが挙げられる。 

環境配慮はどの程度まで義務化されるべきだと考えるか。あなたの知っている事例を取り上げつ

つ、義務化のメリットとデメリットの双方を整理した上で、あなたの考えを述べなさい。 

 

２．環境政策や環境配慮型の取り組みは、気候変動対策や資源保全など社会全体にとって望まし

い効果が期待される一方で、特定の地域、産業、企業、あるいは個人に対して、不利益や新たな

負担を生じさせる場合がある。たとえば、再生可能エネルギー導入に伴う景観や生活環境への影

響、環境規制強化による中小企業のコスト増加、環境配慮製品の価格上昇による消費者負担など

が挙げられる。 

このように、一部の関係者に不利益が生じる可能性がある環境政策や取り組みについて、社会は

どのような考え方やプロセスで意思決定を行うべきだと考えるか。あなたの知っている事例をな

ど具体的な状況を想定しつつ、課題と対応のあり方について、あなたの考えを述べなさい。 
 
 


